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背景と⽬的

 スギ花粉症の患者が都⺠の20％に達しており，スギ花粉症克服に向けてさまざまな取り組みが実施されている。この課題
は，花粉予測の精度を向上させることに関係した研究である。これまでの花粉予測は，都市域に⾶来した花粉数と都市域の
気象条件との相関関係に基づいていた。これらは本来，因果関係のないものであり，予測の正確さに問題があった。そこ
で，スギ林の花粉⽣産量を推定する簡便な⽅法を開発するとともに，花粉放出時期予測の基礎となる雄花の開花時期を解明
し，より正確な花粉予測を⾏うことを⽬的とした。

成 果

 関東地⽅では，林齢25年以上のスギ林が主要な花粉発⽣源となっていた。花粉は雄花中に形成されるので花粉⽣産量は雄
花量から推定できる。全体の平均では，8,386個/m2/年の雄花を⽣産した。しかし，雄花⽣産量はスギ林ごとに差異があ
り，同じスギ林でもその⽣産量は毎年⼤きく変動した。それ故，スギ林の雄花着⽣状態を⼀定の判定基準によって観測して
数値化する⽅法を開発した。この推定値と雄花⽣産量の実測値との間の回帰式によって雄花⽣産量の推定が可能になった
（図１）。南関東⼭地の花粉⽣産量（単位⾯積当たり）推定値と東京都⼼部の⾶散花粉総数（ダーラム型測定器）との間に
は⾼い相関があり，この⽅法が⾶散総数の予測法としても有効であることが解った。（図２）。

図１. スギ林の着花指数と雄花⽣産量との関係

図２. 雄花⽣産量推定値と⾶散花粉総数との関係

推定雄花数︓雄花数/m2，スギ林，25地点

⾶散花粉数︓花粉数/cm2，シーズン，ダーラム，千代⽥区

 さらに，スギ雄花の開花⽇の予測⼿法を開発するために，雄花の休眠打破条件と休眠打破後の開花に⾄る過程の温度条件
を明らかにし，次の結果を得た。雄花の休眠は８℃以下の低温条件に５週間置かれると完全に打破された。低温期間中に１
週間当たり２⽇程度であれば16℃の⾼温を受けても休眠打破の効果は持続した。13℃以上の⾼温を含む変温条件（８時間
の⾼温期間と16時間の低温期間の繰り返し）では効果がなかった。個体によって低温の要求度が違っていた。休眠打破後は
０℃（発育限界温度）以上の温度で開花に向かって発育できた（図３）。以上のことから，スギ雄花が休眠から醒める⽇
は，「平均気温10℃未満，最⾼気温12℃未満の⽇を約35⽇経過した⽇」として推定できる。休眠から醒めた後は温度の積
算（有効積算温度）が170〜250℃程度になると開花して花粉を放出する（図４）。野外におけるスギの開花で検証した結
果は概ねよく⼀致した（図５）。

図３. 栽培温度と発育速度（開花に要した⽇数の逆算）との関係

Ｘ軸︓栽培温度 Ｙ軸の切⽚が発育限界温度の推定値となる。
写真１. スギの雄花

図４. ⻑さの異なる低温処理を与えたときの開花までの有効積算温度 図５. 群⾺試験地における枝レベルの開花枝累計数

 なお，この研究は科学技術庁の⽣活・社会基盤研究「スギ花粉症克服に向けた総合研究」による。
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